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科学技術予算のポイント 1兆1,680億円（2,054億円増）

Society 5.0時代の核となる、革新的な人工知能・ﾋ゙ ｯｸ゙ ﾃ゙ ﾀー・IoT、ナノテク・材
料、光・量子技術など、未来社会の実現に向けた先端研究を抜本的に強化

AIP:人工知能/ﾋ゙ ｯｸ゙ ﾃ゙ ﾀー/IoT/ｻｲﾊ゙ ｾーｷｭﾘﾃｨ統合ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ 90億円（ 5億円増）
革新的材料開発力強化プログラム（M-cube） 53億円（ 34億円増）
材料の社会実装に向けたﾌﾟﾛｾｽｻｲｴﾝｽ構築事業 12億円（ 新 規 ）
光・量子飛躍ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（Q-LEAP） 26億円（ 4億円増）

Society 5.0を支える世界最高水準の大型研究施設の整備・利活
用を図る。特に、ポスト「京」、次世代放射光施設を本格的に推進

ポスト「京」の開発 206億円（ 150億円増）
官民地域ﾊ゚ ﾄーﾅー ｼｯﾌ゚ による次世代放射光施設の推進 46億円（ 43億円増）
最先端大型研究施設の整備・共用 388億円（ ▲4億円 ）

共創の場の構築によるオープンイノベーションの推進と地域イノベーショ
ンの促進を図るとともに、ハイリスク・ハイインパクトな研究開発を推進

オープンイノベーション機構の整備 28億円（ 14億円増）
地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｴｺｼｽﾃﾑ形成プログラム 44億円（ 13億円増）
ハイリスク・ハイインパクトな研究開発の推進 140億円（ 85億円増）
・未来社会創造事業 110億円（ 55億円増）
・ムーンショット型研究開発 30億円（ 新 規 ）

研究力向上加速プランとして、研究生産性の高い事業等について若手
研究者を中心としたリソースの重点投下や、新興・融合領域の開拓、
若手研究者が海外で研さんを積み挑戦するための支援等を実施

科学研究費助成事業（科研費） 2,469億円（ 184億円増）
戦略的創造研究推進事業（新技術ｼｰｽﾞ創出） 455億円（ 21億円増）
海外特別研究員事業 25億円（ 5億円増）
国際競争力強化研究員事業 5億円（ 新 規 ）

科学技術イノベーション人材の育成・確保等を推進
卓越研究員事業 23億円（ 6億円増）
世界で活躍できる研究者戦略育成事業 6億円（ 新 規 ）
次代の科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを担う人材の育成 41億円（ 2億円増）

iPS細胞等による世界最先端医療の実現などの健康・医療分野の研究
開発を推進

再生医療実現拠点ネットワークプログラム 90億円（ 前年同 ）
戦略的国際脳科学研究推進プログラム等 80億円（ 20億円増）
先端的バイオ創薬等基盤技術開発事業 24億円（ 新 規 ）

防災・減災分野の研究開発を推進。特に、南海トラフにおける新たな
地震・津波観測網の構築を推進

南海トラフの新たな地震・津波観測網の構築 32億円（ 新 規 ）
基礎的・基盤的な防災科学技術の研究開発 98億円（ 26億円増）

ｸﾘｰﾝで経済的なｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑの実現に向けた研究開発を推進
省ｴﾈﾙｷﾞｰ社会の実現に資する次世代半導体研究開発 17億円（ 3億円増）
ITER（国際熱核融合実験炉）計画等の実施 282億円（ 63億円増）

H3ロケット・宇宙科学等の宇宙・航空分野の研究開発を推進
H3ロケットや次世代人工衛星等の開発 980億円（ 251億円増）
宇宙科学等のフロンティアの開拓 553億円（ 131億円増）
次世代航空科学技術の研究開発 40億円（ 7億円増）

海洋・極域分野の研究開発を推進
海洋環境保全に資する統合的海洋環境研究開発 33億円（ 7億円増）
海底広域変動研究開発 42億円（ 6億円増）
北極域研究や南極地域観測事業の推進 66億円（ 5億円増）

原子力分野の研究開発・安全確保対策等を推進
原子力の基礎基盤研究とそれを支える人材育成 54億円（ 6億円増）
「東京電力(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等
研究開発の加速プラン」の実現 48億円（ 4億円増）
高速増殖炉「もんじゅ」の廃止措置に係る取組 179億円（ 前年同 ）

Society 5.0を実現し未来を切り拓くイノベーション創出と
それを支える基盤の強化

国家的・社会的重要課題の解決に貢献する研究開発の推進

我が国の抜本的な研究力向上と優秀な人材の育成

国家戦略上重要な技術の研究開発の実施

※これら科学技術イノベーションの推進により、
国連持続可能な開発目標の達成にも貢献
（STI for SDGｓ）

2019年度 文部科学省概算要求のポイント
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Cyber × Physical ⇒ Society5.0

未来社会の実現に向けた先端研究の抜本的強化 2019年度要求・要望額 ：73,738百万円
（前年度予算額 ：60,139百万円）

※運営費交付金中の推計額含む

概要

未来社会実現の鍵となる革新的な人工知能、ビッグデータ、IoT、ナノテク・材料、光・量子技術等の先端的な研究開発や戦略的な融合研究を推進するとともに、
大学等において情報科学技術を核にSociety5.0の実現に向けた実証研究を加速する拠点を形成。

ナノテクノロジー・材料科学技術 光・量子技術

Society5.0 実現に向けた拠点支援
○Society5.0実現化研究拠点支援事業 700百万円（700百万円）

Society 5.0実現に向けては、「自立分散」する多様なもの同士を新たな技術革新を
通じて「統合」することが大きな付加価値を産むため、眠っている様々な知恵・情報・
技術・人材をつなげ、イノベーションと社会課題の解決をもたらす仕組みを世界に先
駆けて構築することが必要。
知恵・情報・技術・人材が高い水準でそろう大学等において、組織の長のリーダー
シップの下、情報科学技術を核として様々な研究成果を統合しつつ、産業界、自治
体、他の研究機関等と連携して
社会実装を目指す取組を支援し、
Society 5.0の実証・課題解決の
先端中核拠点を創成する。

知恵 人材 技術 情報
IT等トップ人材

専門人材・高度外国人材

最先端技術
基盤技術

AI/IoT/ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ優れた基礎研究力の
強化・活用

○戦略的創造研究推進事業（一部）（科学技術振興機構）

5,487百万円 （5,513百万円）
人工知能やビッグデータ等における若手研究者の独
創的な発想や、新たなイノベーションを切り開く挑戦的
な研究課題を支援。

○革新知能統合研究センター（理化学研究所）

3,562百万円 （3,051百万円）
世界最先端の研究者を糾合し、革新的な基盤技術の
研究開発や我が国の強みであるビッグデータを活用し
た研究開発を推進。
総務省や経済産業省等の関係府省等との連携により、
実社会などの幅広い“出口”に向けた応用研究、社会
実装までを一体的に推進。

一体的に実施

○材料の社会実装に向けたﾌﾟﾛｾｽｻｲｴﾝｽ構築事業
（Materealizeﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 1,206百万円（新規）

産学官が連携した体制を構築し、マテリアル（物
質・材料・デバイス）を作り上げていくそれぞれの過
程で生じる諸現象を科学的に解明し、その制御技
術からプロセス設計までを一気通貫で取り組むこと
で、マテリアルを社会実装につなげるプロセスサイ
エンスの構築（Materealize）を目指す。

AIP：人工知能 / ﾋ゙ｯｸ゙ﾃ゙ ﾀー /  IoT / ｻｲﾊ゙ ｾーｷｭﾘﾃｨ統合プロジェクト

○エンジニアリング・ネットワーク（理化学研究所） 580百万円（新規）

基礎研究段階から実用化段階まで、科学者・技術者が分野を越えて柔軟に連携で
きる組織横断的なネットワークを強化することで、未来社会における諸課題への対
応を見据えた「脳×AI」（環境と相互作用しながら未知を克服する新たなロボティク
ス技術開発）等の先駆的・戦略的な融合研究を推進。

○数理創造プログラム（理化学研究所） 388百万円（120百万円）

学問領域の新機軸を切り拓き超スマート社会（Society5.0）の枢要な基盤技術を支
える数理科学の推進体制を分野横断的・総合的に強化することで、異分野融合及
び新領域創出を促進し、先端科学の深化や産業の高度化等につなげていく。

先駆的・戦略的な融合研究

○光・量子飛躍フラッグシッププログラム（Q-LEAP）
2,597百万円（ 2,200百万円）

世界的に産学官の研究開発競争が激化する量子
科学技術（光・量子技術）について、①量子情報処
理（主に量子ｼﾐｭﾚｰﾀ・量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ）、②量子計測・
ｾﾝｼﾝｸﾞ、③次世代ﾚｰｻﾞｰを対象とし、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｨﾚｸ
ﾀｰによるきめ細かな進捗管理によりﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟによる
実証を目指す研究開発を行うFlagshipﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄや、
基礎基盤研究を推進する。さらに、量子ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｿ
ﾌﾄｳｪｱ開発に関する新たなFlagshipﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを立ち

上げ、日本の優れた量子科学技術の基礎研究をい
ち早くｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝにつなげ、「生産性革命」に貢献す
る取組を強化する。

固体量子センサ
（ダイヤモンドNVセンタ）

アト秒パルスによる
電子状態の観測

超伝導量子ビット

CPS型次世代レーザー加工

○革新的材料開発力強化プログラム（M-cubeプロ
グラム） 5,339百万円（1,906百万円）

物質・材料研究機構において、①産業界と大学等
を結ぶオープンプラットフォームの形成、②国内外
の優れた若手研究者の招聘や次世代センサ・アク
チュエータの研究開発を中核とした国際研究拠点
の構築、③最先端設備やデータプラットフォーム等
の世界最高水準の研究基盤の設備を、スマートラ
ボラトリ化と併せ行い、材料開発力を強化。
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NMR
レーザー

大型放射光施設「SPring-8」 Ｘ線自由電子レーザー施設「SACLA」

共用プラットフォーム

スーパーコンピュータ「京」 大強度陽子加速器施設
「J-PARC」

人材育成共通基盤技術の開発

特定先端大型研究施設の共用の
促進に関する法律に基づき指定

放射光施設
生命科学や地球・惑星科学等の基礎研究から新規材料
開発や創薬等の産業利用に至るまで幅広い分野の研究
者に世界最高性能の放射光利用環境を提供し、学術的
にも社会的にもインパクトの高い成果の創出を促進。

国家基幹技術として整備されてきたＸ線自由電子レーザーの
性能（超高輝度、極短パルス幅、高コヒーレンス）を最大限に
活かし、原子レベルの超微細構造解析や化学反応の超高速
動態・変化の瞬時計測・分析等の最先端研究を実施。

世界最高レベルの大強度陽子ビームから生成
される中性子、ミュオン等の多彩な２次粒子
ビームを利用し、素粒子・原子核物理、物質・
生命科学、産業利用など広範な分野において
先導的な研究成果を創出。

9,909百万円※1（9,909百万円※1）
7,019百万円※2（7,019百万円※2）

11,577百万円（12,649百万円）
11,057百万円（11,057百万円）

※1 SACLA分の利用促進交付金を含む
※2  SPring-8分の利用促進交付金を含む

我が国が世界に誇る最先端の大型研究施設の整備・共用を進めることにより、産学官の研究開発ポテンシャルを最大限に発揮するための
基盤を強化し、世界を先導する学術研究・産業利用成果の創出等を通じて、研究力強化や生産性向上に貢献するとともに、国際競争力
の強化につなげる。

スーパーコンピュータ「京」を中核とし、多様な利用者のニーズ
に応える革新的な計算環境（ＨＰＣＩ：革新的ハイ
パフォーマンス・コンピューティング・インフラ）を構築し、その
利用を推進することで、我が国の科学技術の発展、産業
競争力の強化、安全・安心な社会の構築に貢献。

38,832百万円（ 39,254百万円）

最先端大型研究施設

民間活力の導入等

官民地域パートナーシップによる次世代放射光施設の推進

4,572百万円（234百万円）

新たな共用システム

研究開発基盤を支える設備・機器共用
及び維持・高度化等の推進

～研究開発と共用の好循環の実現～

科学的にも産業的にも高い利用が見込まれ、研究力強化と生産性
向上に貢献する、次世代放射光施設（軟X線向け高輝度3GeV
級放射光源）について、官民地域パートナーシップによる施設整備
に着手する。

Society 5.0を支える世界最高水準の
大型研究施設の整備・利活用の促進

2019年度要求・要望額 ： 64,131百万円
(前年度予算額 ： 45,254百万円)

我が国が直面する社会的・科学的課題の解決に貢献するため、
システムとアプリケーションを協調的に開発（Co-design）する
ことにより、2021～22年の運用開始を目標に世界最高水準
の汎用性のあるスーパーコンピュータを実現し、世界を先導する
成果の創出を目指す。

ポスト「京」の開発

最先端大型研究施設の整備・共用

20,592百万円（5,630百万円）
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科学技術イノベーション・システムの構築
2019年度要求・要望額 ： 46,581百万円

（前年度予算額 ： 35,004百万円）
※運営費交付金中の推計額含む

「組織」対「組織」の本格的産学官連携を通じたオープンイノベーションの加速により、企業だけでは実現できない飛躍的なイノベーションの創出を実現する。また、
大学等の研究シーズを基に、地域内外の人材・技術を取り込みながら、地域から世界で戦える新産業の創出に資する取組を推進するほか、民間の事業化ノウハ
ウを活用した大学等発ベンチャー創出の取組等を推進する。加えて、経済・社会的にインパクトのある出口を明確に見据え、挑戦的な目標を設定したハイリスク・ハ
イインパクトな研究開発を推進する。さらに、個別の産学官連携施策について、マネジメント重視等の観点で見直しを実施する。

背景

オープンイノベーション促進システムの整備

革新的研究成果による本格的産学官連携の推進
10年後の社会像を見据えたチャレンジングな研究開発を産学官がアンダーワンルーフで実施する拠点への支援や、
全国の優れた技術シーズの発展段階に合わせた最適支援等、様々な手段により本格的な産学官連携を推進。
・センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム ・研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）

地方創生に資するイノベーション・エコシステムの形成
地域の競争力の源泉（コア技術等）を核に、社会的インパクトが大きく地域の成長にも資する事業化プロジェク
ト等を推進。また、自治体、大学等が中心となって地域の社会課題を科学技術イノベーションにより解決し、未来
社会ビジョンの実現を目指す取組を支援。これらにより、イノベーション・エコシステムの形成を推進。
・地域イノベーション・エコシステム形成プログラム ・科学技術イノベーションによる地域社会課題解決(INSPIRE)【新規】

ベンチャー・エコシステム形成の推進
強い大学発ベンチャー創出の加速のため、起業に挑戦しイノベーションを起こす人材の育成、創業前段階からの
経営人材との連携等を通じて、大企業、大学、ベンチャーキャピタルとベンチャー企業との間での知、人材、資金の
好循環を起こし、ベンチャー・エコシステムの創出を促進。
・次世代アントレプレナー育成事業（EDGE-NEXT） ・大学発新産業創出プログラム（START）

大学改革とも連携し、企業の事業戦略に深く関わる大型共同研究の
集中的なマネジメント体制の構築や非競争領域における複数企業との
共同研究、人材育成を一体的に推進することにより、我が国のオープン
イノベーション加速に必要となる大学における体制の整備等を支援。
・オープンイノベーション機構の整備
・産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム(OPERA) 

国立研究開発法人を中核として､産学官の垣根を越えた人材糾合の場
(イノベーションハブ)の形成及びその機能強化を図るため､国立研究開発
法人の飛躍性ある優れた取組を選択的に支援･推進。
・国立研究開発法人オープンイノベーションハブの形成

6,515百万円（ 4,443百万円）

19,250百万円（ 18,379百万円）

6,172百万円（ 5,577百万円）

2,558百万円（ 2,141百万円）

ハイリスク・ハイインパクトな研究開発の推進
14,046百万円（5,500百万円）

未来社会創造事業の推進

経済・社会的にインパクトのあるターゲット（ハイインパ
クト）を明確に見据えた技術的にチャレンジングな
目標（ハイリスク）を設定し、民間投資を誘発しつつ、
多様な基礎研究成果を活用して、実用化が可能か
どうかを見極められる段階（概念実証：POC）を目
指した研究開発を実施。

ムーンショット型研究開発の推進【新規】

内閣府が主導し、より野心的な構想の下、関係府省庁
が一体となって集中・重点的に研究開発を推進する
仕組み（ムーンショット型の研究開発）を創設。
文部科学省は、共通基盤的・分野横断的な研究開発
や基礎的・萌芽的・探索的な研究開発を実施。

3,000百万円（ 新規)

11,046百万円（ 5,500百万円）

6



10年後を見据え、研究生産性の高い事業等について、若手研究者を中心に、リソースの重点投下・制度改革

：若手研究者

■ 共同利用・共同研究体制の機能強化による研究基盤の整備
・共同利用・共同研究拠点の評価に基づく改革の推進や国際共同利用・共同研究拠点の整備
・個々の大学での実施が困難な学術研究の大型プロジェクトの推進
・新分野創成・異分野融合等に向けた大学共同利用機関の機能強化 など

・科研費による研究について以下の取組を実施（科研費予算の内数）
①若手研究者の参画を必須とした国際共同研究種目を充実
②国外の研究機関に所属する優秀な若手研究者の応募を促進し帰国後の

研究を支援する「帰国発展研究」を充実
③海外渡航時の研究費の中断制度を導入し、帰国後の研究費を保障

海外渡航経験によるキャリアアップを後押し

あわせて、プロジェクト型競争的研究費により雇用される若手研究者がプロジェクト以外の自立的な研究活動を行う際の要件について考え方を整理

・若手研究者を支援する「さきがけ」
を充実

戦略
目標

戦略
目標

共通ビジョン
・Society5.0の実現
・健康長寿社会の実現 等

戦略
目標

・世界の動向調査、産業界から
の意見聴取を強化

・目指すべき社会像を示したビジョンの下、
継続性を持って戦略目標を設定

・世界最先端科学技術の動向調査
を基に、新興・融合領域を強力に
開拓するため、領域数を拡充

【若手研究者の助成者数（2017年度）：約21,000人、新規採択者に占める若手比率：36％ 】

【さきがけ研究者数(2017年度)：約500人】

【特別研究員(PD)（2018年度）：約900人】

・若手研究者を中心とした種目を抜本的に強化

研究力向上加速プラン
2019年度要求・要望額 ： 349,944百万円
(前年度予算額 ： 315,871百万円)

※運営費交付金中の推計額を含む

45,541百万円(43,410百万円)
※運営費交付金中の推計額

3,050百万円(2,036百万円)
※運営費交付金中の推計額

・「海外特別研究員事業」の拡充【採用者数（2018年度）：約500人】

・「国際競争力強化研究員事業」の創設 【542百万円(新規)】

海外渡航経験によるキャリアアップを後押し

・「卓越研究員制度」に帰国する海外トップクラスの研究者を対象とし
た特別枠を創設

■ 科研費による挑戦的な研究及び若手研究者への重点支援
科学研究費助成事業（科研費）：246,948百万円(228,550百万円)

54,406百万円(41,875百万円)

※運営費交付金中の推計額を含む

■新興・融合領域への取組を格段に強化
～戦略的創造研究推進事業～

■ 海外で研さんを積み挑戦する機会の
抜本的拡充
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